
本年９月１３日(日) 神田キャンパス「相馬永胤記念ホール」で開催！

第７号
2026年１月発行緑拳会ニュース

寒
さ
厳
し
き
折
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
１
９
６
６
年
に
創
部
し
た
我
が
専
修

大
学
少
林
寺
拳
法
部
は
、
今
年
、
60
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
思
え
ば
、
草
創
期

の
先
輩
方
の
ご
苦
労
、
ご
尽
力
は
如
何
ば
か
り

で
あ
っ
た
か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
精
神
と
伝
統
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
連
綿
と

受
け
継
が
れ
、
部
は
今
日
、
新
た
な
隆
盛
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

上
の
記
事
の
通
り
、
本
年
９
月
13
日(

日)

に

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
創
部
60
周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
諸
氏
に
ご
参
集
い
た
だ
き
た
く

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
現
役
部
員
た
ち
は
、
先
輩
方
が
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
胸
に
日
々
の
修

練
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
60
年
と

い
う
長
い
歩
み
の
先
に
、
こ
う
し
た
若
い
力
が

育
っ
て
い
る
こ
と
は
、
緑
拳
会
に
と
っ
て
も
大

き
な
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

当
日
は
ぜ
ひ
、
未
来
を
担
う
後
輩
た
ち
の
姿

に
も
暖
か
い
ご
声
援
を
賜
れ
ま
し
た
ら
、
幸
い

で
す
。

専
修
大
学
体
育
会
少
林
寺
拳
法
部
の
創
部

60
周
年
記
念
祝
賀
会
が
、
本
年
9
月
13
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
相
馬
永
胤
記
念

ホ
ー
ル
」
（
10
号
館
「
１
４
０
年
記
念
館
」
の
最

上
階
）
に
て
。

皆
様
に
は
後
日
、
あ
ら
た
め
て
詳
細
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
が
、
当
日
、
会
場
に
て
お
会
い

で
き
ま
す
こ
と
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

緑
拳
会

会
長

望
月

卓
視

専修大学体育会少林寺拳法部緑拳会

60
年
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
未
来
に
伝
え
る
場

専修大学体育会少林寺拳法部

創部60周年記念祝賀会
2026年9月13日（日）開催

私
が
役
員
会
を
欠
席
し
た
日
に
勝
手

に
実
行
委
員
長
に
決
め
ら
れ
て
い
た
み

た
い
で
、
翌
月
の
役
員
会
で
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
寝
耳
に
水
で
し
た
。

私
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
任
命
さ
れ
た
か
ら
に
は

な
る
べ
く
皆
さ
ま
が
満
足
さ
れ
る
よ
う

な
式
典
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
55
周
年
は
コ
ロ
ナ
が

流
行
っ
て
い
た
の
で
出
来
な
か
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
こ
の
よ
う
な
皆
さ
ま
が
集

ま
る
機
会
と
い
う
の
は
か
な
り
久
し
ぶ

り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
是
非
、
予
定
を
押
え
て
ご
出
席

賜
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

専
大
少
林
寺
拳
法
部
も
60
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
少
な

く
と
も
そ
れ
は
数
多
く
の
先
輩
方
や
後

輩
ら
が
一
年
一
年
必
死
に
な
っ
て
部
を

創
り
上
げ
て
き
た
結
果
と
し
て
繋
が
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。こ

の
周
年
式
典
が
５
年
先
、
10
年
先

…

と
更
な
る
未
来
へ
と
繋
い
で
い
く
た

め
に
、
学
生
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
一
体
と

な
っ
て
専
修
大
学
を
盛
り
上
げ
る
契
機

と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

皆
様
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
の
ほ
ど
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

副
実
行
委
員
長

平
田

和
輝
（
第
56
代
）

創部60周年記念祝賀会
専修大学体育会

少林寺拳法部

2020年完成の神田キャンパス10号館（140年記念館）最上階
（16階）の相馬永胤記念ホールと神田キャンパス（右）

実
行
委
員
長

児
玉

一
平
（
第
38
代
）



令和７年度 幹部交代式２０２５年12月１３日（土）、生田キャンパスにて幹部交代式が行わ

れ、第５８代から第５９代に引き継がれました。新幹部３名（３年次）と、

２年次４名、１年次７名合わせて１４名で、新年度に向けて始動。

専大少林寺の伝統を継承しながら、創部６０周年を迎える今年、新

たな景色を見せてくれることでしょう。

（左から）菅波統制長、榎木主将、黒川副主将

自
分
は
休
学
・
休
部
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
復
帰
後
に
急
遽
、
主
将
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

に
そ
の
資
格
や
技
量
が
あ
る
の
か
考
え
悩

み
ま
し
た
が
、
部
活
と
部
員
を
守
り
全
体

を
率
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
、
要
ら

な
い
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
と
に
か
く
前
だ

け
見
て
走
り
抜
け
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

こ
の
半
年
間
は
周
囲
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
自
分
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
再

認
識
す
る
日
々
で
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
役
部
員
は
、
本
当
に
自
慢
の
後
輩
達

で
す
。
ど
う
か
温
か
い
ご
指
導
・
ご
声
援

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

力
石

和
奏
Ｏ
Ｇ
（
第
58
代
主
将
）

＠生田キャンパス 9号館 CABIN

第
59
代
少
林
寺
拳
法
部
主
将
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
榎
木

で
す
。

日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

59
代
の
専
大
少
林
寺
は
、
「
全
員
が
主

役
の
部
」
を
目
指
し
ま
す
。
勝
つ
た
め
に
何

が
必
要
か
、
部
と
し
て
ど
う
在
る
べ
き
か
を

常
に
考
え
、
幹
部
が
先
頭
に
立
っ
て
行
動
で

示
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
支
え
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
方
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
少
林
寺
拳
法
に
真
摯
に

向
き
合
い
な
が
ら
、
誰
よ
り
も
こ
の
一
年
を

楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
伝
統
を
背
負
う
自
覚
と
責
任
、

誇
り
を
胸
に
、
同
期
、
そ
し
て
仲
間
と
と
も

に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主将 榎木 花梨

「全員が主役の部」を目指す

こ
の
度
、
59
代
少
林
寺
拳
法
部
の
副

主
将
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
黒
川
で
す
。

昨
年
度
も
副
主
将
と
し
て
一
年
間
活

動
し
、
主
将
を
支
え
る
立
場
の
責
任
や
、

部
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に
向
き
合
う

こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
す
べ
て
が
今
後
の
糧
に
な
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

59
代
は
、
互
い
に
率
直
な
意
見
を
交

わ
せ
る
関
係
性
を
強
み
と
す
る
代
で
す
。

そ
の
信
頼
関
係
を
土
台
に
、
59
代
一
同

力
を
合
わ
せ
、
伝
統
を
大
切
に
し
な
が

ら
も
自
分
達
な
り
の
色
を
形
に
し
、
挑

戦
し
続
け
る
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副主将 黒川 茉優

信頼関係を土台に、挑戦し続ける一年に

第
59
代
少
林
寺
拳
法
部

統
制
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
菅
波
で
す
。

自
分
は
２
年
次
の
春
と
い
う
時
期
に

正
式
入
部
し
て
か
ら
今
日
ま
で
全
力
で

走
り
抜
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
私
は
本

当
に
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

特
に
同
期
の
２
人
に
は
、
一
年
遅
れ

て
入
部
し
た
時
に
生
意
気
な
自
分
を
快

く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

来
年
、
こ
の
59
代
の
仲
間
と
共
に

「
や
り
き
っ
た
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え

る
よ
う
、
一
日
一
日
を
大
切
に
精
進
し

て
参
る
所
存
で
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

統制長 菅波 雄介

仲間とともに、一日一日を大切に精進

第59代 新幹部紹介



関東学生新人大会（9月21日）

全日本学生大会（11月1・2日）

全国大会（11月15・16日）

・・・・・・

・・・・・・

幹部交代式＆OBOG現役合同練習会

令和7年度下半期 主な大会成績
幹部交代式と、恒例となりました
OBOG現役合同練習会が同日開
催。友好４大学と多くのOBOGが
出席して盛大に行われました。
前・松原部長先生を引き継いだ、
佐藤部長先生からも新幹部と部員
に祝辞が贈られました。

令和7年度下半期 大会成績＆表彰

９月21日 関東学生新人大会
【単独白帯緑帯の部】
第1位 佐々木 純（1年次）
【男子白帯の部】
第3位 本橋 拓麿・松尾 歩（1年次）
【男女茶帯の部】
第5位 髙橋 駿介・下田 梨菜（2年次）

11月1・2日 全日本学生大会
【女子白緑帯の部】
第4位 小野 澪莉・佐々木 純（1年次）
【単独茶帯の部】
第6位 下田 梨菜（2年次）

11月3日 世田谷区大会
【大学生男女初段の部】
最優秀賞 力石 和奏・大貫 優亮（4年次）
【大学生男女二段以上の部】
優秀賞 杉本 空大（57代OB ）

・榎木 花梨（3年次）
【大学生男子級拳士の部】
優秀賞 諸鎮泰（1年次）

11月15・16日 全国大会
【一般女子級拳士の部】
第4位 小野 澪莉・佐々木 純（1年次）



OBOG近況 部活や少林寺拳法で培った経験や絆、各々の社会で生きる

河原井 敦 監督

＆榎木 花梨（第５９代主将）組

第18代 西出 一登OB

第
15
代

金
子

隆
Ｏ
Ｂ

川
﨑
市
民
大
会
（12
月
7
日
）
第
2
位

【一般有段の部】

18代メンバー、30年を超えた再会。皆変わり変わらず

10月25・26日、卒業後はじめて18代メンバーで同

期会を行いました。ほぼ全員がそろうのは三十数年ぶ

り。参加者は、18代メンバーで望月OB会長、河原井

監督、小林佳代さん、島崎美津留さん、西出、そして

第20代の上出憲之さんの6名。

25日朝、富山駅集合。三十数年ぶりに会う仲間を

果たして認識できるか、不安でしたが、実際会うと、

皆さんなんとか原形を留めており、ホッとしました。

昼食後、４代村井先輩と一緒に19代河上高宏さん

の自宅に伺い、ご焼香させて頂きました。高宏さんの

奥様とご子息がご対応され、村井先輩からも生前の高

宏さんの様子について語られ、メンバーとともにあま

りに急で突然のことを嘆き、生前の姿を偲びました。 

その後、市内観光。ガラス美術館、県立図書館、世

界一美しいスタバなど。夕食では、卒業後から現在に

至るまでの各自の人生いろいろを語り合い、改めて超

久しぶり感を感じました。途中、17代小林先輩が

LINE電話で参加、さらに久しぶり感を感じる時間で

した。 

一昨年末の合同練習会は、
みなさんとお会いすることが
叶いとても嬉しかったです。
活気ある練習や演武に触れ、
現役時代に活性化のため女子
を初めて入部させたことや、
卒業後も四段を取っての全国
大会出場、地域の子供達を育
成し団体演武で全国優勝でき
たときの熱い気持ちまでが
蘇ってきました。

現在は藤沢エフエム放送局
（レディオ湘南）の局長とし
て、湘南地域を繋ぐメディア
の一員として活動しています。
どの仕事でも、部活や少林寺
拳法での経験が様々な場面で
役立ってきました。現役のみ
なさんは、ぜひ自分から苦労
を買って出るような思いで、
一日一日を大切にして活動に
励んでください。

出演者のアーティストさんと（左から、TUBEの角野秀行さ
ん、元プリンセスプリンセスの富田京子さん、金子、歌手
の麻倉未稀さん）

藤
沢
エ
フ
エ
ム
放
送
局
局
長
と
し
て
湘
南
地
域
を
繋
ぐ

富山、雨晴海岸から氷見へドライブ

翌26日は島崎さんの車でドライブ。あいにくの雨

で、雨晴海岸からの立山連峰は見れませんでしたが、

日本海を横目に見ながら車内での会話を楽しみました。

途中、氷見の道の駅で、集合写真を撮って貰おうと、

小林さんがたまたま通りかかった若い男性に声をかけ、

写真を撮ってもらったのですが、店の上の看板が入っ

ていないと、撮ってもらった人にダメ出し、、、見ず

知らずの人に写真を撮って貰ってダメ出しする人を初

めて見ました。（笑）

会うまでは、少し不安もありましたが、会ってみる

と、三十数年ぶりという時間があっという間に凝縮、

三十数年前とほぼ変わらない会話でした。これからも

このような繋がりを続けていければと思っています。 

最後になりますが、村井先輩、小林先輩よりお気遣

い頂き、誠にありがとうございました。この場を借り

て御礼申し上げます。 
左より西出、島崎、望月、小林佳代、河原井、上出（20代）
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